
　
山
上
地
域
（
福
万
来
）
で
は
、
蛍

で
の
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
評
判
も
良
く
、
多

く
の
人
が
見
学
に
来
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
で
、
自
然
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
つ
り
が
ね
草
」
を
「
蛍
ぶ
く
ろ

草
」
と
な
ぜ
呼
ぶ
の
か
、
以
前
よ
り

気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
先
日
、

ラ
ジ
オ
で
知
り
ま
し
た
。
昔
は
、
子

供
達
が
袋
に
蛍
を
入
れ
、
縁
側
に
並

べ
、
光
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
、
遊
び
を
教
え
よ
う

に
も
、
近
所
に
子
供
が
い
な
い
。
寂

し
い
こ
と
で
す
。

　
煙
草
を
愛
好
す
る
人
も
分
煙
と
言

わ
れ
、
玄
関
前
で
赤
い
蛍
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
電
子
タ
バ
コ
の
出
現

で
姿
を
消
し
ま
し
た
。
健
康
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

古
都
　
記

移
住
を
決
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　

N
H
K
で
日
南
町
の
移
住
相
談
員
の

方
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
る
番
組
を
見
て
、
生
ま
れ
育
っ
た

広
島
か
ら
出
て
第
三
の
人
生
を
送
る
の

も
い
い
ナ
と
思
う
と
っ
た
け
、
こ
れ
も

有
り
じ
ゃ
と
早
速
相
談
に
来
ま
し
た
。

広
島
か
ら
出
る
言
う
た
ら
二
人
の
姉
か

ら
、
「
お
い
で
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
そ

れ
じ
ゃ
あ
駄
目
で
、
誰
も
い
な
い
、
す

ぐ
に
は
帰
れ
な
い
鳥
取
だ
か
ら
と
決
め

ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
引
越
し
住
民
票
を
出
し
、

警
察
に
も
行
っ
て
、
米
子
ま
で
迷
子
に

な
っ
て
往
復
３
時
間
、
人
に
聞
い
て
も

地
名
は
分
か
ら
ん
し
、
交
差
点
の
名
前

も
場
所
も
見
当
が
つ
か
ん
、
お
蔭
で

1
8
1
号
線
だ
け
は
分
か
っ
た
。

第
一
、
第
二
の
人
生
は

　

短
大
を
出
て
家
電
量
販
店
に
就
職
、

コ
ー
セ
ー
化
粧
品
に
中
途
採
用
さ
れ
て

三
越
の
一
階
で
勤
務
し
た
の
が
第
一
の

人
生
で
。

　

同
級
生
の
主
人
と
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
。
18
年
前
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
主

人
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
た
ん
よ
。
そ

の
頃
、
自
分
で
喫
茶
店
を
２
店
や
り
な

が
ら
商
工
会
の
勧
め
で
介
護
ヘ
ル
パ
ー

２
級
を
取
得
、
３
年
後
に
介
護
福
祉
士
、

続
い
て
ケ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格

を
取
っ
て
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
会
社
で
、

居
宅
介
護
の
仕
事
も
今
年
の
４
月
ま
で

や
っ
て
い
た
の
が
第
二
の
人
生
。
そ
し

て
日
南
町
で
楽
し
く
第
三
の
人
生
に
挑

戦
。

上
石
見
の
駅
で
お
好
み
焼
き
を
始
め
ら

れ
た
き
っ
か
け
は

　

も
っ
と
働
き
た
い
と
役
場
に
相
談
し

た
ら
こ
こ
の
上
石
見
駅
が
あ
る
ん
よ
、

ど
う
か
ね
と
言
わ
れ
た
。
管
理
費
も
広

島
の
半
分
位
で
出
来
そ
う
や
し
、
え
え

か
と
決
め
た
、
ほ
ん
じ
ゃ
何
し
た
ら
え

え
か
と
思
っ
と
っ
た
ら
日
南
町
に
は
粉

系
が
な
い
け
え
ど
う
か
ね
と
言
わ
れ
、

粉
系
イ
イ
わ
。

　

お
好
み
焼
き
な
ら
喫
茶
店
で
出
し

と
っ
た
経
験
も
あ
る
し
、
こ
う
見
え
て

も
広
島
に
は
弟
子
が
お
る
ん
よ
。

　

定
休
日
を
毎
週
木
曜
日
に
決
め
た
の

で
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
道
を
覚
え
な
あ

か
ん
ナ
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
興
味
が
あ
っ
て
日
南

町
に
来
ら
れ
た
の
で
は

　

色
々
物
件
を
見
て
回
っ
た
け
ど
、
田

舎
の
家
は
広
い
し
、
荷
物
が
多
い
。
あ

い
と
っ
て
も
写
真
が
飾
っ
て
あ
っ
た
り
、

座
が
落
ち
て
る
物
件
も
結
構
あ
っ
た
。

庭
は
広
く
草
ぼ
う
ぼ
う
。
今
の
団
地
を

出
て
店
の
近
く
に
越
し
た
い
け
ど
物
件

が
な
い
。

　

古
民
家
は
好
き
だ
け
ど
、
修
繕
が
必

要
な
の
に
家
賃
が
高
い
と
思
う
。
バ
ア

バ
ア
が
２
・
３
年
行
っ
て
様
子
を
見
て

く
る
と
言
っ
て
来
た
け
ど
空
き
家
バ
ン

ク
に
関
し
て
は
よ
う
勧
め
ん
と
思
っ
た
。

お
店
宣
伝
し
と
き
ま
し
ょ
う
か

　

宣
伝
は
エ
エ
ケ
ェ
。忙
し
い
の
は
嫌
や
。

第
三
の
人
生
は
ボ
チ
ボ
チ
行
き
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
副
委
員
長
　
足
羽
　
　
覚

　
　
　
委
　
　
員
　
近
藤
　
仁
志

　
　
　
　 

〃
　
　  

大
西
　
　
保

　
　
　
　 

〃
　
　  

古
都
　
勝
人

　
　
　
　 

〃
　
　  

福
田
　
　
稔

おもな内容おもな内容
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　地域医療総合確保基金から１，４４５万円の繰り

入れを全会一致で可決しました。

新副院長は、佐 藤   徹 医師（５７才）

佐藤副院長を迎えて、

常勤の内科医師が４名

となり、診療体制も充実

します。

にちなん議会だより　 平成30年7月発行　No.152
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平
成
29
年
度
繰
越
明
許
費
の

  

報
告

◆
繰
越
額

　
　 

　
11
億
2
，8
0
0
万
円

（
お
も
な
内
訳
）

・
社
会
体
育
館
建
設

　
　
　 

6
億
3
，6
9
0
万
円

・
林
業
費

　
　
　 

1
億
7
，0
0
1
万
円

・
土
木
費

　
　
　 

1
億
6
，6
6
0
万
円

・
災
害
復
旧
費

　
　
　
　  

1
億
9
1
7
万
円

※

繰
越
明
許
費
と
は

　
町
の
予
算
は
、
会
計
年
度
内

に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
特
別
の
事
情
に
よ
っ

て
工
事
等
が
遅
れ
、
年
度
内
に

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
例
外
と
し
て
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
経
費
の
支
出
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
の一
部
改
正

・
日
南
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎

資
格
に
つ
い
て
、
「
教
諭
と
な

る
資
格
を
有
す
る
者
」
を
「
教

育
職
員
免
許
法
第
4
条
に
規
定

す
る
免
許
状
を
有
す
る
者
」
に

改
正
。
「
5
年
以
上
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
し
た

者
で
あ
っ
て
、
町
長
が
適
当
と

認
め
た
者
」
を
新
設
）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
白
根
早
苗
氏
（
茶
屋
）

財
産
の
取
得

　
中
型
路
線
バ
ス
　
　  

1
台

　
契
約
相
手
方

　
　
根
雨
自
動
車
整
備
（
株
）

　
取
得
価
格

　
　
2
1
，0
4
9
，2
0
0
円

さとう とおる

辞令交付式

６月定例会６月定例会
6月19日～6月22日（4日間）6月19日～6月22日（4日間）

日 南 病 院 に  新 副 院 長 着 任日 南 病 院 に  新 副 院 長 着 任

　

日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、６
月
１９
日
か
ら
６
月
２２
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
に
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
３０
年
度
補
正
予
算
、条
例
の
改
正
な
ど
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
、国
へ
の
意
見
書
と
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

経営の基盤整備と診療 体制の充実に向けて経営の基盤整備と診療 体制の充実に向けて

1,700万円1,700万円

林道新設改良事業林道新設改良事業

お も な 補 正 予 算お も な 補 正 予 算

林道船通山線落石による
法面対策測量設計

林道船通山線落石による
法面対策測量設計

1,906万円1,906万円

畜産振興対策事業畜産振興対策事業
畜産センター機能向上
施設整備補助金

畜産センター機能向上
施設整備補助金

200万円200万円

山村振興一般対策事務山村振興一般対策事務

フラワーセンター大温室給水工事フラワーセンター大温室給水工事

200万円200万円

防災対策事業防災対策事業

避難所整備事業補助金避難所整備事業補助金

151万円151万円

非常備消防管理運営事務非常備消防管理運営事務

鳥取県ポンプ操法大会出場手当等鳥取県ポンプ操法大会出場手当等

1,400万円1,400万円

（日南病院事業会計）
有形固定資産購入費
（日南病院事業会計）
有形固定資産購入費

超音波診断装置（エコー）の更新超音波診断装置（エコー）の更新

議
決
し
た
お
も
な
も
の



畦畔の野焼き

地区説明会（神戸上地区）

　
　
　

防
災
対
策
の
取
り
組
み　

　

６
月
26
日
に
火
災
が
発
生
し
、
死
亡

と
い
う
大
変
不
幸
な
出
来
事
が
発
生
し

た
。
　

今
回
の
出
来
事
か
ら
今
後
の
防
災
・

予
防
・
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
何
ら
か

の
対
策
を
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

増
原
町
長　

　

不
幸
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、

防
火
の
啓
発
な
ど
に
つ
い
て
、
広
域
消

防
や
自
衛
消
防
と
連
携
を
図
る
と
共
に
、

農
作
業
上
の
止
む
を
得
な
い
野
焼
き
等

へ
の
留
意
点
の
周
知
徹
底
な
ど
を
図
っ

て
い
く
。

　

特
に
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
期
に

は
、
消
防
団
が
巡
回
し
、
予
防
放
送
や

防
災
無
線
等
で
呼
び
か
け
る
。

　
　
　

国
土
調
査
事
業

　

昨
年
度
大
幅
に
予
算
が
減
額
さ
れ
た

が
、
本
年
度
の
状
況
は
。

　　
　
　

増
原
町
長

　
平
成
30
年
度
の
予
算
状
況
は(

平
成
29

年
度
）

要
望
額　
1
億
2
，2
0
4
万
円

　
　
　
　
　

 （
1
億
6
，7
3
0
万
円
）

配
分
額　
4
，8
8
0
万
円

　
　
　
　
　

      （ 

3
，0
0
0
万
円
）

配
分
率　

 

40 

％ （
18
％
）

　
河
上
・
茶
屋
・
菅
沢
・
新
屋
・
神
戸
上
・

福
塚
地
区
で
地
籍
調
査
を
実
施
す
る
。

町
が
行
う
国
土
調
査
事
業

と
県
が
行
う
林
業
・
木
材

産
業
強
化
総
合
対
策
事
業（
航
空

レ
ー
ザ
測
量
業
務
）と
の
関
連
性
は

　
　
　

町
長

　

航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
は
、
現
地
立
会
を
行
わ
ず
、
筆
界

案
を
作
成
、
確
認
す
る
方
法
で
効
率
を

図
る
。
本
年
夏
頃
に
実
施
さ
れ
る
見
込

み
。
国
土
交
通
省
が
本
年
5
月
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
制
定
し
た
の
で
、
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
を
図

り
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

昨
年
度
は
一
般
財
源
を
投

じ
て
認
証
遅
延
の
解
消
に

努
め
ら
れ
た
と
思
う
が
、今
後
の

事
業
計
画
は

環
境
月
間
の
取
り
組
み
の

内
容
は

　

６
月
は
環
境
月
間
で
あ
る
が
、
環
境

立
町
を
目
指
す
日
南
町
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

環
境
月
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
鳥

取
県
、
鳥
取
県
警
、
鳥
取
県
産
業
資
源

循
環
協
会
と
合
同
で
不
法
投
棄
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
６
月
19
日
に
実
施
予
定

で
あ
る
。

日
南
町
の
温
室
効
果
ガ
ス

Ｃ
О
２
の
削
減
率
は
い
く

ら
か

　

平
成
28
年
７
月
に
策
定
さ
れ
た
「
日

南
町
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
で
、

基
準
年
の
平
成
25
年
に
対
し
て
、
平
成

28
年
ま
で
の
削
減
率
は
い
く
ら
か
。

　
　
　

町
長

　
平
成
25
年
度
の
排
出
量
５
，３
３
５
ｔ

に
対
し
て
、
平
成
28
年
度
は
５
，２
０
８

ｔ
で
２
・
38
％
の
削
減
率
と
な
っ
て
い

る
。

「
第
三
次
日
南
町
環
境
基

本
計
画
」
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
し
た
の
か

　

平
成
30
年
３
月
に
、
新
た
に
５
ヵ
年

計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
計
画
策
定
に

あ
た
り
役
場
各
課
と
連
携
し
、
策
定
さ

れ
た
の
か
。

　
　
　

町
長

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
主
に
数
値
目

標
の
設
定
に
つ
い
て
見
直
し
を
し
た
。

　

目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、
各
課
の
担

当
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
策
定
し
て
い

る
。

企
業
進
出
を
断
念
し
た
会

社
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

　

昨
年
８
月
よ
り
霞
地
内
へ
の
企
業
進

出
へ
向
け
た
説
明
会
及
び
協
議
が
進
め

ら
れ
た
が
、
本
年
１
月
に
企
業
側
か
ら

進
出
を
断
念
し
、
兵
庫
県
西
脇
市
で
事

業
展
開
す
る
と
の
説
明
文
書
が
自
治
会

に
配
布
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
６
か
月
経
過
し
て
い
る
が
、

今
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

企
業
に
今
の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
西
脇
市
の
工
場
と
賃
貸
契
約
を
交

わ
し
、
建
物
の
改
修
計
画
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
又
、
液
体
ガ
ラ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
、

試
験
や
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
設
備
機
器
の
発
注
を
行
い

一
日
も
早
い
操
業
を
目
指
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

日
南
町
の
木
材
利
用
も
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
長

　

前
年
度
か
ら
の
認
証
検
査
を
進
め
、

16
ブ
ロ
ッ
ク
31
地
区
の
国
へ
の
認
証
請

求
と
法
務
局
送
付
の
年
度
内
完
了
を
目

標
に
、
遅
延
の
解
消
を
図
っ
て
予
算
配

分
を
確
保
し
つ
つ
、
次
期
「
第
7
次
国

土
調
査
事
業
十
箇
年
計
画
」
に
よ
る
推

進
を
図
る
。

　
　
　

丸
山
教
育
長
の
所
信
は

　

本
年
教
育
長
と
し
て
再
任
さ
れ
５
年

目
を
迎
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
と
課
題
。
そ
し
て
、
今
後
日
南
町
の

教
育
を
ど
の
よ
う
に
導
か
れ
る
の
か
所

信
を
。

　
　
　

丸
山
教
育
長

　

日
南
町
の
教
育
環
境
は
充
実
し
て
い

る
。
更
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
学
ん
で

喜
ん
で
い
た
だ
け
、
生
涯
学
び
続
け
ら

れ
る
学
習
機
会
の
提
供
と
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
営
住
宅
の
管
理

　
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

町
長

　

住
宅
診
断
に
よ
る
現
状
調
査
を
実
施

し
、
劣
化
度
を
評
価
し
た
修
繕
計
画
を

策
定
し
て
、
適
正
な
管
理
を
行
う
。

決
算
審
査
に
お
い
て
多
額

の
未
収
金
が
問
題
に
な
っ

た
が
、町
営
住
宅
の
未
収
金
は
保

証
人
に
請
求
し
て
い
る
か

　
　
　

財
原
建
設
課
長

　

現
年
度
滞
納
は
減
っ
て
い
る
が
、過

年
度
分
は
進
ん
で
い
な
い
。高
額
滞
納

者
に
は
住
宅
退
去
を
前
提
に
協
議
を
し

て
い
る
。保
証
人
へ
は
説
明
を
し
た
こ
と

は
あ
る
が
、代
納
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん

　

林
業
研
修
生
は
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に

移
行
し
、エ
ナ
ジ
ー
日
南
か
ら
切
り
離
す

と
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、今
年
度
の
取
り

組
み
と
次
年
度
以
降
の
運
営
に
つ
い
て
。

　
　
　

町
長

　

今
年
度
は
、
引
き
続
き
、
農
林
業
研

修
生
の
指
導
を
行
い
、
今
年
度
中
に
定

款
を
変
更
、
名
称
を
一
般
財
団
法
人
日

南
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
し
、
次
年

度
か
ら
は
、
新
た
に
、
に
ち
な
ん
中
国

山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運
営
を
行
う

予
定
。

大西　保議員山本芳昭議員

問問 火災予防の対策を
　　　　　検討されたのか

野焼き等への留意点の
　周知徹底などを図っていく

答答

問問 今後の国土調査事業計画は

「第7次国土調査事業十箇年計画」
　　　　　　による推進を図る

答答

問問

問問

問問問問

問問

問問 問問 問問 問問
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

答答

答答

答答 答答

答答

答答答答

答答 答答

答答 答答 答答

問問

問問 問問



建築中の世帯用アパート

日
南
町
に
所
有
者
不
明
の

土
地
は
存
在
す
る
の
か

　
　
　
増
原
町
長

　
所
有
者
不
明
の
土
地
は
、
必
要
に
応

じ
て
所
有
者
の
調
査
を
行
っ
た
際
に
は

じ
め
て
判
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
住
民

課
が
調
査
し
、
把
握
し
て
い
る
所
有
者

不
明
土
地
は
、
課
税
と
な
る
土
地
や
建

物
の
所
有
者
で
あ
る
。
調
査
に
基
づ
き

課
税
保
留
と
し
て
処
理
し
て
い
る
の
は

13
件
で
、
面
積
は
13
・
3
ha
。

所
有
者
不
明
の
固
定
資
産

税
は

　
　
　
町
長

　
収
入
未
済
43
件
5
1
2
万
円
の
う
ち
、

相
続
放
棄
な
ど
で
所
有
者
不
明
と
し
て

処
理
し
た
も
の
は
、
6
件
で
21
万
8
千

円
。

今
の
国
会
で
成
立
し
た

「
森
林
経
営
管
理
法
」

　
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
に
あ
た
り
林

業
者
の
意
向
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

本
法
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
町
長

　
平
成
27
年
に
林
野
庁
が
実
施
し
た

「
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
関
す
る
意

識
・
意
向
調
査
」
の
結
果
が
、
法
案
の

国
会
提
出
の
際
の
背
景
説
明
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
見
通

し
と
日
南
町
の
「
新
し
い

森
林
経
営
管
理
シ
ス
テ

ム
」
は

　
　
　

　
　
　

町
長

　
今
後
、
町
有
林
管
理
経
営
審
議
会
に

も
諮
る
な
ど
し
、
新
た
な
森
林
経
営
管

理
シ
ス
テ
ム
を
策
定
す
る
。

今
年
7
月
を
目
途
に
開
設

予
定
の
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
高
齢
者
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
町
長

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
虹
の
郷
の
利
用
者

様
ご
家
族
様
と
日
南
福
祉
会
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
7
月
22
日
に
あ
さ
ひ
の

郷
へ
の
転
居
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

施
設
の
準
備
が
整
い
次
第
開
設
予
定
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
運
営

さ
れ
る
N
P
O
法
人
が
協
議
中
。

島
根
原
発
の
稼
働
と
住
民

の
安
全
対
策

「
鳥
取
県
西
部
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
で
は
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
に
は

一
切
記
述
が
な
い
。
島
根
原
発
の
2
号

機
の
再
稼
働
や
3
号
機
の
稼
働
申
請
が

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
人
命

保
護
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

　
　
　
町
長

　
原
発
事
故
へ
の
対
応
は
国
県
の
指
針

及
び
町
地
域
防
災
計
画
で
行
う
。
30 

km

圏
外
の
自
治
体
へ
の
対
応
が
示
さ
れ
た

上
で
避
難
計
画
は
定
め
て
い
く
。
場
合

に
よ
っ
て
は
避
難
者
の
受
け
入
れ
も
必

要
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

歴
史
的
な
南
北
首
脳
会
談

と
米
朝
首
脳
会
談

　
防
災
無
線
で
『
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ

ル
が
発
射
さ
れ
た
模
様
で
す
』
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
先
に
開
か
れ
た

南
北
首
脳
会
談
と
米
朝
首
脳
会
談
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

　
　
　
町
長

　
各
首
脳
会
談
の
結
果
は
朝
鮮
半
島
の

完
全
非
核
化
、
朝
鮮
戦
争
の
終
結
と
平

和
体
制
の
構
築
を
約
束
す
る
も
の
で
意

義
は
大
き
い
。
今
後
具
体
的
な
交
渉
が

早
期
に
進
め
ら
れ
実
現
に
向
か
う
こ
と

を
期
待
す
る
。

世
帯
用
ア
パ
ー
ト
（
６
戸
）

に
つ
い
て  

　
　

町
内
の
事
業
所
の
雇
用
に

対
し
て
の
み
入
居
で
き
る
の
か

答　

運
営
を
行
う
事
業
者
の
考

え
に
よ
る
が
、
町
内
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
者
を
中
心
。

問　

利
率
2
・
5
%
の
融
資
額

5
，2
0
0
万
円
を
20
年
掛
け

て
返
済
す
る
の
は
妥
当
か

答　

建
築
費
の
収
支
が
20
年
で

完
済
で
き
る
。
ま
た
、
運
営
は

30
年
か
ら
35
年
で
、
そ
こ
が
利

益
幅
に
な
る
。

問　

利
息
が
1
，2
3
0
万
円

か
か
る
が
、
20
年
は
長
過
ぎ
る

答　

公
営
住
宅
の
起
債
は
25
年

か
ら
30
年
か
か
る
。
20
年
は
妥

当
。　

問　

つ
な
ぎ
資
金
2
，0
0
0

万
円
２
回
の
説
明
を

答　

建
築
に
必
要
な
材
料
費
を

考
慮
。
３
回
に
分
け
て
借
入
を

行
う
。

問　

建
築
経
費
と
家
賃
は

答　

建
築
経
費
5
，2
4
0
万
円

家
賃
5
万
2
千
円
の
予
定
。

●
事
件
の
請
求（
議
案
訂
正
）

　

事
業
予
算
額
の
積
算
及
び
事

業
内
容
の
説
明
が
不
十
分
で
あ

る
事
か
ら
、平
成
30
年
度
一
般
会

計
予
算
の
企
業
支
援
対
策
事
業

の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
で

あ
る
9
5
9
千
円
を
提
出
予
算

か
ら
減
額
。併
せ
て
、平
成
31
年

度
〜
50
年
度
の
債
務
負
担
行
為

1
2
，3
0
0
千
円
を
減
額
。

○可決・同意した議案

6月定例会審議結果

一般会計補正予算（第2号）

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

介護保険特別会計補正予算（第1号）

病院事業会計補正予算（第1号）

一般会計補正予算（第３号）

財産の取得について（中型路線バス購入）

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について

介護保険制度に対する意見書提出について

日南町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意
見を求めることについて

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議
※【賛否の分かれたもの】P.９の討論をご覧下さい。　
　　

精神障がい者の交通運賃割引制度の適用を求
める意見書提出について

旧
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
温

室
給
水
工
事
に
つ
い
て

問　

給
水
工
事
2
0
0
万
円
予

算
の
内
容
と
目
的
は

答　

大
温
室
施
設
の
利
便
性
向

上
と
、
未
確
定
だ
が
観
光
農
園

の
予
定
が
あ
る
。
ま
た
、
本
管

か
ら
の
給
水
工
事
と
洗
い
物
が

で
き
る
程
度
の
排
水
工
事
を
考

え
て
い
る
。

問　

大
温
室
の
使
用
頻
度
は
。

ま
た
、
上
水
と
自
然
水
の
使
い

分
け
説
明
を

答　

使
用
頻
度
は
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
大
温
室
ま
で
は
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
も

整
備
を
行
い
、
下
の
温
室
に
関

し
て
は
、
山
水
を
使
っ
て
い
る
。

問　

工
事
内
容
を
詳
し
く

答　

町
道
か
ら
の
引
出
を
考
え

て
い
て
、
売
店
の
上
水
道
は
頭

に
な
か
っ
た
。

問　

現
場
に
行
っ
て
確
認
し
、

説
明
を

答　

工
事
内
容
を
精
査
し
、
経

費
削
減
で
工
事
発
注
す
る
。

問問

問問問問

問問

問問問問

問問

久代安敏議員

問問 日南町に所有者不明の
　　　土地が存在するのか

課税保留として、13件、
　　　13.3ヘクタールある

答答
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町政のここが聞きたい

答答 答答

答答答答

答答 答答

答答

も
っ
と
く
わ
し
く　

質 

疑 

応 

答

補正予算 その他

条例の一部改正

発議

答答 問問

答答 問問

答答 問問答答 問問答答 問問

答答 問問 答答 問問答答答答 問問問問

国からの森林環境譲与税の
見込み額

平成 31年度
　　～ 33年度
平成 34年度
　　～ 36年度
平成 37年度
　　～ 40年度
平成 41年度
　　～ 44年度
平成 45年度
　　　　　以降

2,600万円

3,900万円

5,500万円

7,200万円

8,800万円



6月定例会で下記の意見書を採択し、衆参両議長及び
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました

精神障がい者の交通運賃割引制度の適用を求める意見書
　厚生労働省は、平成１６年の精神保健福祉の改革ビジョンにおいて「入院医療から地域生活中心
へ」という基本方針を提示してきた。
　一方、障がい者の交通運賃割引について、身体障がい者の外部障がい者は昭和２５年、内部障が
い者は平成２年、知的障がい者は平成３年より実施されているが、精神障がい者の場合は、その公
共交通機関利用のニーズは他障害と何ら変わるものではないにもかかわらず、未だJR等の交通運
賃割引制度から除外されたままになっている。
　平成２６年２月に日本は国連障害者権利条約の締結国となり、平成２８年４月には障害者差別解
消法が施行された。
　このような中で、精神障がい者を福祉制度の対象から除外することは、日本国憲法、障害者基本
法、障害者差別解消法の理念・条文に照らしても不合理であり、このような差別的な状態を早急に
解消し、精神障がい者の負担を減らし社会参加を促すべきである。
　よって、日南町議会は、精神障がい者にも他の障がい者と同等の交通運賃割引制度の適用を強く
求めるものである。

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議
　２０２５年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一体
となって開催することは、新たな産業や観光のイノベーションが期待できるなど、大きな経済効果
をもたらすとともに、全世界に向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大きな意義が
ある。
　また、このような国際博覧会の開催は、圏域全体のみならず、鳥取県における産業振興や観光文
化交流等を促進するとともに、本県を訪れる外国人観光客の増加による経済波及効果が大きく期待
できる。
　よって、本町議会としても、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実
現に向けた国内の機運醸成など、２０２５年日本万国博覧会誘致委員会の誘致活動を支援し、協力
する。

地方財政の充実・強化を求める意見書
１．増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保を図る
こと。
２．急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保および地方財政
措置を的確に行うこと。
３．地方交付税における「トップランナー方式」の廃止・縮小を含めた検討を行うこと。
４．公共施設の耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡充と十分な期間の確保を行うこと。人
口急減・急増自治体の行財政運営に支障が生じることがないよう、地方交付税算定のあり方を引
き続き検討すること。
５．地域間の財源偏在性の是正のため、税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。
６．各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政運営に支障が生じることがないよう対応
を図ること。
７．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した対策を講
じること。
８．地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存しないものとし、対象国税４
税に対する法定率の引き上げを行うこと。
９．自治体の基金残高を、地方財政計画や地方交付税に反映させないこと。

介護保険制度に対する意見書
１．訪問介護事業の特別地域加算を通所介護事業においても対象とすること。
２．特別地域加算については介護報酬の１５％をさらに引き上げること。
３．訪問介護事業に加え通所介護事業も特別地域加算の対象とする場合において増加する被保険者
の保険料は公費負担とすること。
４．制度改正について事業主体となる市町村との連携を図り地域の実態に合ったものとするため事
業者の意見を十分取り入れること。

（要旨掲載）

　２０２５日本万国博覧会誘致委員会から鳥取県町村議会議長会を通して協力依頼を受け、
万博誘致の機運を醸成するために決議しました。

賛成　惠比奈礼子議員
　色 と々心配事はあるが、関西圏域と交流を
持つ鳥取県は、県議会においても、充分に検
討されており、先の地震で被災した大阪の復
興気運の醸成に繋がると考えられるので要望
すべきだ。

反対　久代安敏議員
　ゆめしま、３７０ヘクタールの内１００ヘク
タールが万博用地、７０ヘクタールが総合型リ
ゾート用地との情報もあり、大阪市民、府民の
理解が十分でない。産業や技術の発展などの
万博理念に反対ではないが、現時点での要望
は必要ない。

決議の賛否内訳

結果

可決

村
上
　
正
広

福
田
　
　
稔

古
都
　
勝
人

足
羽
　
　
覚

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤
　
仁
志

荒
木
　
　
博

坪
倉
　
勝
幸

山
本
　
芳
昭

（
欠
　
員
）

－◯◯◯◯

×

◯◯◯◯◯－

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。
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「２０２５年国際博覧会の　　　　
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　　　　　　誘致に関する決議」
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駐車台数  約25台

面積  約350㎡
想定駐車台数  10台程度

面積  約800㎡
想定駐車台数  30台程度

駐車台数  約8台

駐車台数  約44台

駐車台数  約64台

駐車台数  約20台
駐車台数  約8台

新石見小水力発電所水路工事復旧工事状況
（住民課）

　水路復旧工事について現地調査を行った。計画
では９月発電予定（その後、10月中に変更）であるが
一日も早く工事を完成して発電開始するよう要請し
た。

石見東太陽光発電所管理状況
（住民課）

　発電所の管理状況及び発電量について調査した。
適正に管理され発電量も良好であった。

5月23日総務教育常任委員会
日南町体育館建築
（教育課）

外構工事及び駐車場について説明を受け協議した。

4月24日・26日中心地域整備に関する調査特別委員会 

意欲ある農業者支援事業
（農林課）

　来年３月に期限切れとなる意欲ある農業者支援条
例について、これまでの実績や取り組みについて説
明を受け、来年度以後の事業継続に向けて改善点な
どを協議した。

にちなん中国山地林業アカデミー
（農林課）

　来年４月に開校予定の林業アカデミーの備品整備
や研修課程、研修生募集など今後の予定等について
説明を受けた。

道の駅にちなん日野川の郷の運営体制
（企画課）

　出荷者協議会との話し合い、決算状況等について
報告を受け協議した。

民間活用住宅整備等事業
（企画課）

　公募に対し１社のみ応募があった事、残土について
は早急に撤去するとの報告を受け協議した。 　シアトル派遣は、効果が大きいが全員

ではなく参加意志のある者を行かせる
べき。町内でもできる国際交流もあるの
では。

　あいさつをしない子どもがいると聞く。
先生も地域の人も、こちらからあいさつ
をする事が大切。

・国際交流のあり方
・中学生議会の開催
・子ども達のあいさつ
など意見交換を行った。

7月18日経済福祉常任委員会

教育委員との意見交換会
（教育課）

調
査
場
所

旧
木
下
家
の
裏
山（
阿
毘
縁
）

調
査
目
的

・
林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
事

業
に
お
け
る
「
木
育
」
教
育
の

目
的
に
相
応
し
い
場
所
か
。

・
維
持
管
理
費
が
か
か
ら
な
い

設
計
に
な
っ
て
い
る
か
。

・
人
（
障
が
い
者
）
の
通
行
に

や
さ
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い

る
か
。

事
業
内
容

・
３
ル
ー
ト
５
０
０
ｍ

・
工
事
費
５
，
８
２
８
千
円

・
工
事
基
本
方
針

①
土
地
の
形
状
変
更
最
小
限
に

す
る
こ
と

②
ス
ギ
へ
の
負
荷
を
最
小
限
に

す
る
こ
と

③
危
険
木
等
は
除
去
す
る
こ
と

全
員
協
議
会

樹
齢
２
０
０
年
の
森
遊
歩
道　

整
備
事
業
に
つ
い
て
の
現
地
調
査

４
月
24
日

整備された研修室 事業で導入された堆肥散布機遊歩道予定地の調査 旧木下家の裏山

日南町体育館

総面積:21,629.55㎡
周　囲：734.41m
（遊歩道はこの内径550mとする）

旧木下家
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報
酬
を
30
万
円
位
ま
で

　
　
　
　
上
げ
る
べ
き

■
福
田
英
寿
さ
ん（
霞
）

　

か
つ
て
、
議
員
定
数
を
16
人

か
ら
8
人
に
し
て
、
そ
の
か
わ

り
俸
給
を
増
額
す
べ
き
と
提
案

し
ま
し
た
。
そ
の
分
も
っ
と
町

民
の
目
線
で
働
い
て
欲
し
い
。

　

町
が
違
う
の
に
、
西
部
、
中

部
の
報
酬
は
す
べ
て
横
並
び
で

あ
る
。
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思

う
。
議
会
と
執
行
部
は
両
輪
、

報
酬
的
に
執
行
部
と
議
会
の
タ

イ
ヤ
の
大
き
さ
は
同
じ
で
あ
る

べ
き
。

報
酬
を
最
低
30
万
円
に
し

　
　
若
者
の
育
成
が
急
務

■
島
川
和
美
さ
ん（
中
石
見
）

　

自
治
協
議
会
（
各
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
等
会
長
）
か
ら
申
し

出
が
あ
り
、
７
月
５
日
に
議
員

全
員
と
自
治
協
議
会
７
人
と
で

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

　

自
治
協

　

住
民
か
ら
は
、
議
会
に
魅
力

が
な
い
と
の
声
を
聞
く
。
若
年

層
の
政
治
へ
の
無
関
心
な
ど
社

会
的
風
潮
で
は
な
い
か
。
ま
た

わ
れ
わ
れ
も
後
継
者
の
育
成
を

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
自
治
協

と
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
、

こ
の
場
を
設
定
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

議　

会

　

各
地
域
で
の
自
治
会
長
や
ま

ち
協
の
会
長
の
な
り
手
も
い
な

い
。
役
を
受
け
る
負
担
感
ば
か

り
で
、
地
域
を
良
く
し
て
い
く

の
だ
と
い
う
気
概
が
な
い
よ
う

に
思
う
。
そ
の
延
長
線
上
に
議

員
の
な
り
手
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
。

　

前
回
4
人
に
町
議
出
馬
を
打

診
し
た
が
、
全
員
ノ
ー
と
言
わ

れ
た
。
一
人
の
奥
さ
ん
が
20
万

円
ち
ょ
っ
と
で
は
食
べ
て
い
け

な
い
と
い
う
現
実
的
な
言
葉
が

あ
っ
た
。　
　
　

　

12
人
の
議
員
定
数
分
を
8
人

の
定
数
に
し
た
ら
お
よ
そ
30
万

円
の
報
酬
に
な
る
。
日
南
町
が

先
陣
を
切
っ
て
若
者
を
出
す
べ

き
。

　

質
疑
応
答

問　

議
員
報
酬
と
定
数
に
つ
い

て
ご
意
見
を

答　

福
田
さ
ん

　

現
在
は
、
一
定
の
定
数
は
必

要
。
定
数
減
は
考
え
て
い
な
い
。

答　

島
川
さ
ん

　

生
活
に
必
要
な
30
万
円
で
子

育
て
と
両
立
を
。
市
議
会
と
の

報
酬
格
差
が
大
き
い
。

　

少
数
精
鋭
主
義
で
若
い
人
に

働
い
て
貰
い
た
い
。

問　

報
酬
が
上
が
れ
ば
、
町
政

に
関
心
が
持
て
る
の
か

答　

島
川
さ
ん

4
人
は
関
心
が
あ
っ
た
。

問　

議
会
が
示
す
報
酬
額
、
25

万
円
に
対
す
る
意
見
を

答　

福
田
さ
ん

　

25
万
円
も
30
万
円
も
町
民
か

ら
の
意
見
は
同
じ
。

答　

島
川
さ
ん

　

子
育
て
世
代
が
出
て
生
活
す

る
た
め
に
は
、
最
低
30
万
円
は

必
要
。

問　

年
金
が
貰
え
る
世
代
に
対

し
、
報
酬
の
増
額
を
ど
う
思
わ

れ
る
か

答　

福
田
さ
ん

　

年
金
や
別
収
入
の
有
無
に
関

係
な
く
、
あ
く
ま
で
、
議
員
の

仕
事
に
対
す
る
報
酬
。

答　

島
川
さ
ん

　

考
え
る
必
要
は
な
い
。

問　

若
者
の
育
成
に
つ
い
て
具

体
的
な
事
柄
は
あ
る
か

答　

福
田
さ
ん

　

個
人
の
自
由
が
行
き
過
ぎ
て

い
る
と
思
う
。
若
者
を
元
気
に

す
る
方
法
は
見
い
だ
せ
て
い
な

い
。

答　

島
川
さ
ん

　

報
酬
の
確
保
と
立
候
補
者
を

推
薦
す
る
体
制
も
必
要
。
社
会

の
変
動
を
追
従
し
な
が
ら
、
30

代
後
半
、
40
代
を
是
非
出
し
た

い
。

問　

報
酬
を
上
げ
て
、
集
中
専

門
型
の
議
員
形
態
を
望
ん
で
お

ら
れ
る
が
、
多
数
参
画
型
へ
の

考
え
は
ど
う
か

答　

福
田
さ
ん

　

報
酬
イ
コ
ー
ル
立
候
補
者
が

増
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

将
来
的
に
は
参
画
型
の
時
代
が

く
る
か
も
。

答　

島
川
さ
ん

　

専
門
的
な
事
は
勉
強
し
て
な

い
。私
が
登
壇
し
て
語
っ
た
事
を
、

審
議
会
に
答
申
し
て
欲
し
い
。

問　

議
員
の
実
態
は
兼
業
議
員

が
多
い
。
30
万
円
に
し
て
、
議

員
専
業
か

答　

福
田
さ
ん

　

理
想
は
課
長
ク
ラ
ス
と
対
等

の
報
酬
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

30
万
円
で
今
以
上
に
議
員
の
仕

事
を
し
て
欲
し
い
。

答　

島
川
さ
ん

　

若
手
議
員
を
育
て
る
の
が
私

の
願
い
で
あ
る
。
30
万
円
は
最

低
限
で
あ
る
。

問　

選
挙
で
出
て
も
保
証
は
4

年
。
選
挙
の
厳
し
さ
等
も
踏
ま

え
、
定
数
と
報
酬
の
関
係
に
つ

い
て
問
う

答　

福
田
さ
ん

　

4
年
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と

報
酬
は
高
く
て
も
良
い
。
定
数

と
報
酬
の
関
係
は
分
け
て
考
え

る
べ
き
。

答　

島
川
さ
ん

　

12
人
を
8
人
に
す
る
の
は
報

酬
額
予
算
を
確
保
す
る
た
め
。

　
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て

　
　
　
　
　
　
い
る
の
か

　

自
治
協

　

そ
れ
も
あ
る
が
、
議
会
の
活

動
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
た

と
え
ば
、
地
籍
調
査
の
進
捗
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

一
般
の
社
会
通
念
で
は
責
任
者

と
担
当
者
に
重
い
責
任
が
あ
る

の
に
、
責
任
の
所
在
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
ら
ず
誰
も
責
任
を

と
っ
て
い
な
い
。

　

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
十

分
に
働
い
て
い
な
い
の
で
は
と

い
う
思
い
が
、
議
会
の
魅
力
を

失
う
一
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
と
思
う
。

　

議　

会

　

地
籍
調
査
の
件
は
、
昨
年
９

月
の
決
算
審
査
で
指
摘
し
た
。

担
当
者
の
責
任
も
あ
る
と
、
意

見
書
に
は
厳
し
く
書
い
た
。
指

摘
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
事
務
の

停
滞
解
消
に
向
け
、
室
を
設
置

さ
れ
た
。

　

議
会
は
す
べ
き
こ
と
は
し
て

い
る
と
思
う
。

　
議
員
も
後
継
者
を

　
　
　
　
　
　
見
つ
け
よ

　

自
治
協

　

議
員
報
酬
ア
ッ
プ
だ
け
で
は

難
し
い
。
会
社
を
辞
め
て
ま
で

議
員
立
候
補
は
難
し
い
。

　

地
域
住
民
も
日
頃
か
ら
人
選

を
考
え
る
べ
き
。
議
員
も
後
継

者
を
見
つ
け
る
べ
き
。

　

議　

会

　

議
員
が
後
継
者
を
探
す
の
は

筋
が
違
う
と
思
う
。

　
議
員
に
で
き
る
こ
と
は

　

自
治
協

　

今
、
議
会
に
出
て
何
が
で
き

る
か
と
町
民
が
言
う
。

　

議　

会

　

議
員
に
出
た
ら
何
か
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
訴
え
た
い
。

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
で
は
で
き
な

い
が
、
得
意
分
野
は
し
っ
か
り

と
で
き
る
。

　
ま
ち
を
よ
く
し
た
い
と

　
　
　
　  

い
う
思
い
か
ら

　

議　

会

　

議
員
に
出
る
の
は
、
こ
の
ま

ち
を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い

を
ど
れ
だ
け
貫
け
る
か
。
自
分

の
生
活
を
守
り
な
が
ら
、
常
に

町
政
の
問
題
・
国
政
の
問
題
を

注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
挙
活
動
資
金
も
い
る
。
な
り

手
不
足
は
全
国
的
な
状
況
。
議

会
に
魅
力
が
な
い
の
で
は
な
く
、

住
民
が
暮
ら
し
に
追
わ
れ
て
、

こ
の
ま
ち
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
見
つ
け
に
く
い
状
況
と

思
う
。

　

自
治
協

　

同
感
で
あ
る
。
自
分
も
会
長

に
な
っ
て
特
に
地
域
の
発
展
を

願
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
域
活
動
に
参
加
を

　

自
治
協

　

議
員
も
地
域
の
会
合
に
参
加

し
て
、
町
政
の
情
報
を
提
供
し

て
ほ
し
い
。
活
動
に
も
協
力
し

て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
議
員
の

姿
を
見
て
自
分
も
な
り
た
い
と

思
え
る
の
で
は
。

　

議　

会

　

で
き
る
だ
け
協
力
し
て
い
る
。

地
域
の
声
を
町
長
に
伝
え
る
の

は
議
員
だ
か
ら
こ
そ
。
一
般
質

問
で
執
行
部
を
質
し
、
対
応
が

変
わ
っ
た
。

　

議
員
の
役
割
は
、
執
行
部
の

監
視
と
住
民
の
生
活
の
た
め
の

立
案
で
あ
る
。
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

　

次
世
代
の
候
補
者
へ
声
か
け

を
お
願
い
す
る
。

　

議
会
で
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ

か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
す
。
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

なり手確保へ！　議員報酬増額検討なり手確保へ！　議員報酬増額検討なり手確保へ！　議員報酬増額検討
自治協議会との意見交換会

「議員のなり手不足の解決方法は」

　全員協議会では、適正な議員報酬の検討にあ

たって審議の参考とするため、平成30年7月4

日に公聴会を開催しました。

　委員会としても貴重な意見としてとらえ、引

き続き審議を続けていきます。

公聴会とは
　この制度は、委員会における重要案件につい
て、住民はどのように考えているか直接意見を
聞き、審議に反映させるため設けられた制度で
す。公述人の選定にあたっては、一般公募を行
い2名の参加がありました。

問問問問問問

問問問問問問

問問問問
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１
．
視
察
団
メ
ン
バ
ー

　

団
長
・
増
原
町
長
、
内
田
県

議
会
議
員
、
平
岡
日
南
病
院
長
、

福
田
商
工
会
副
会
長
、
議
会
よ

り
坪
倉
議
員
、
大
西
議
員
ら
総

勢
11
人

２
．
視
察
日
程
及
び

　
　

訪
問
先

　

平
成
30
年
５
月
27
日
か
ら
30

日
（
４
日
間
）

５
月
28
日

◎
「
中
央
県
庁
」

　

中
央
県
庁
官
房
長
官
と
面
会

し
、
ゾ
ー
ン
モ
ド
町
と
の
友
好

交
流
や
人
材
派
遣
に
つ
い
て
協

力
要
請
を
し
た
。

　

官
房
長
官
か
ら
ゾ
ー
ン
モ
ド

町
と
の
交
流
や
人
材
交
流
が
進

展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
の

返
答
を
い
た
だ
い
た
。

27
〜
30
日

 

モ
ン
ゴ
ル
交
流
派
遣

（
2
人
参
加
／
モ
ン
ゴ

ル
中
央
県
）

　

（
6
月
）

5
日 

日
南
町
建
設
業
協
会
と

 

の
協
議
会

10
日 

西
部
消
防
協
会
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会

11
日 

議
会
運
営
委
員
会

14
日 

全
員
協
議
会

　
　
　

日
南
町
同
和
教
育
推
進

協
議
会
総
会

19
日 

6
月
定
例
会
本
会
議

20
日 

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

22
日 

6
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

地
方
公
会
計
制
度
に
基

づ
く
財
務
研
修
会

29
日 

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

税
条
例
等
の
一
部
改
正

●
固
定
資
産
税
等

　

平
成
30
年
度
の
評
価
替
え
に

際
し
、
「
固
定
資
産
税
（
土

地
）
」
「
不
動
産
取
得
税
の
特

例
税
率
等
」
を
3
年
間
延
長
。

　

中
小
企
業
の
一
定
の
設
備
投

資
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
を

免
除
す
る
3
年
間
の
時
限
的
な

特
例
措
置
の
創
設
。

●
た
ば
こ
税（
Ｈ
30・
10・
1
〜
）

　

税
率
を
3
段
階
で
引
き
上
げ

（
国
と
地
方
を
あ
わ
せ
て
1
本

あ
た
り
1
円
ず
つ
計
3
円
）
加

熱
た
ば
こ
に
つ
い
て
も
、
課
税

方
式
の
見
直
し
を
実
施
。

●
所
得
税
課
税
の
見
直
し

　
　
　
　
（
Ｈ
33・1・1
〜
）

　

「
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年

金
等
控
除
」
を
10
万
円
引
き
下

げ
、
基
礎
控
除
を
10
万
円
引
き

上
げ
る
。

●
国
保
税
の
基
礎
課
税
額
の
限

度
額
引
き
上
げ

現
行
：
54
万
円
↓
58
万
円

財
産
の
取
得

除
雪
ド
ー
ザ
（
5
ｔ
級
）

契
約
相
手
方

（
株
）　

原
商　

米
子
支
店

契
約
金
額 

　
　
　

9
，1
8
0
，0
0
0
円

一
般
会
計
補
正
予
算

道
路
維
持
管
理
事
業

補
正
額　

1
3
，0
0
0
千
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意

中
島　

義
人
氏（
生
山
）

任
期　

平
成
30
年
5
月
14
日
か

ら
4
年
間

監
査
委
員
の
選
任
同
意

藤
森　

高
善
氏（
霞
）

任
期　

平
成
30
年
5
月
11
日
か

ら
4
年
間

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い

て
　

日
南
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
に
山
本
智
恵
氏（
生
山
）、
大

塚
武
史
氏（
下
石
見
）、
前
田
純

子
氏（
霞
）、
山
脇
良
円
氏（
印

賀
）、
補
充
員
に
中
村
秀
人
氏

（
三
吉
）、
稲
田
洋
子
氏（
笠
木
）、

生
田
寿
美
子
氏（
下
阿
毘
縁
）、

前
田
浩
史
氏（
生
山
）と
す
る
。

　

（
4
月
）

4
日 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

6
日 

全
員
協
議
会

7
日 

特
定
非
営
利
活
動
法
人

 

あ
か
り
広
場
記
念
式
典

10
日 

日
南
小
中
学
校
入
学
式

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
〜
13
日　

 

議
員
研
修
（
4
人
参
加

／
滋
賀
県
）

18
日 

日
南
町
体
育
館
改
築
工

 

事
安
全
祈
願
祭

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

19
日 

議
員
研
修
（
1
人
参
加

／
滋
賀
県
）

21
日 

海
外
派
遣
事
業
報
告
会

24
日 

中
心
地
域
整
備
に
関
す

 

る
調
査
特
別
委
員
会

 

全
員
協
議
会

　

（
5
月
）

8
日 

臨
時
議
会

 

全
員
協
議
会

 

議
会
運
営
委
員
会

14
〜
15
日

 

議
員
研
修
（
2
人
参
加

／
岡
山
県
）

19
日 

日
南
小
学
校
運
動
会

23
日 

全
員
協
議
会

 

総
務
教
育
常
任
委
員
会

25
日 

日
南
町
商
工
会
総
会

◎
「
ゾ
ー
ン
モ
ド
町
」
役
場

　

町
長
、
副
町
長
、
議
会
秘
書

官
等
と
面
会
し
、
ゾ
ー
ン
モ
ド

町
長
よ
り
、
ゾ
ー
ン
モ
ド
町
と

日
南
町
と
の
友
好
交
流
に
よ
り

文
化
、
人
的
交
流
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感

じ
る
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

両
町
長
に
よ
り
「
友
好
交
流

に
関
す
る
覚
書
」
が
取
り
交
わ

さ
れ
た
。

◎
「
日
本
大
使
館
」

 

視
察
目
的
の
報
告
及
び
意
見

交
換
を
行
い
、
林
参
事
官
よ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
は
、
鉱
物
産
業
が
盛

ん
で
あ
る
が
、
今
後
、
農
業
や

介
護
・
医
療
分
野
に
力
を
入
れ

て
い
く
た
め
、
日
本
で
の
技
能

実
習
制
度
を
期
待
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

大
使
館
と
し
て
も
協
力
を
惜

し
ま
な
い
の
で
、
色
々
と
相
談

下
さ
い
と
言
葉
を
頂
い
た
。

５
月
29
日

◎
「
フ
ム
ー
ン
総
合
学
校
」

　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
通
う

総
合
学
校
の
中
に
、
２
年
前
か

ら
高
校
生
の
選
択
科
目
と
し
て

日
本
語
の
授
業
が
あ
る
。

　

鳥
取
県
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
親

善
協
会
が
運
営
す
る
日
本
語
学

級
と
共
に
日
本
語
教
育
が
進
ん

で
い
る
。

　

生
徒
た
ち
は
日
本
の
ア
ニ
メ

や
文
化
に
大
変
興
味
が
あ
り
、

来
日
に
つ
い
て
も
強
い
希
望
が

あ
っ
た
。

◎ 

技
能
実
習
生
送
り
出
し

　

機
関「
ベ
ウ
ラ
有
限
会
社
」

　

社
長
の
ア
リ
マ
ン
サ
ル
氏
は
、

21
年
前
に
国
際
交
流
員
と
し
て

来
日
し
て
い
た
。
日
本
語
教
室

も
運
営
し
、
日
本
の
高
校
へ
留

学
生
を
10
年
で
３
０
０
人
を

送
っ
て
い
る
。

　

８
月
に
は
、
青
森
の
介
護
施

設
へ
介
護
技
能
実
習
生
３
人
の

送
り
出
し
が
決
定
し
て
い
る
。

　

来
日
・
技
能
実
習
希
望
者

（
30
人
参
加
）
と
の
意
見
交
換

で
は
、
日
本
で
働
き
た
い
と
強

く
思
う
人
が
多
く
い
た
。

３
．
考　

察

・
日
本
で
の
技
能
実
習
（
働
き

た
い
）
希
望
者
が
多
い
と
分

か
っ
た
。
日
本
の
制
度
を
理
解

し
た
上
で
、
実
習
内
容
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留

意
が
必
要
で
あ
る
。

・
日
本
側
の
受
け
入
れ
機
関
の

選
定
が
急
務
で
あ
る
。

・
町
内
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
と
今
後
の
事
業
推
進
計
画
の

作
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

執
行
部
は
、
会
議
の
議
題
と

な
っ
た
事
件
を
訂
正
す
る
事
が

で
き
る
。

　

６
月
定
例
会
に
於
い
て
、
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
企
業
支
援
対
策
事
業
費

9
5
9
千
円
を
執
行
部
の
積
算

及
び
事
業
内
容
の
説
明
が
不
十

分
で
あ
る
事
か
ら
事
件
を
訂
正

さ
れ
た
。

技能実習希望者と意見交換会

覚書調印式

財務研修会

モ 

ン 

ゴ 

ル 

視 

察 

報 

告

モ 

ン 

ゴ 

ル 

視 

察 

報 

告

　

平
成
30
年
度
新
規
事
業
の
医
療
・
福
祉
現
場
等
で
�
不
足
す
る
人
材
確
保
策
と
し
て
�

鳥
取
県
と
関
係
の
深
い
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
受
け
入
れ
�
外
国
人
就
労
の
可
能
性
を
探
る
�

議
決
し
た
お
も
な
も
の

平
成
30
年
5
月
8
日

第
３
回 

臨
時
会

議

会

活

動

報

告

今
回
の
事
件
訂
正
の

流
れ

提
案
↓
質
疑

執
行
部
内
で
協
議

事
件
訂
正
請
求
書
の
提
出

議
案
の
訂
正
理
由
説
明

予
算
訂
正
↓
採
決

事
件
の
訂
正

議 会
あ
ら
か
る
と

あ
ら
か
る
と
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山
上
地
域
（
福
万
来
）
で
は
、
蛍

で
の
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
評
判
も
良
く
、
多

く
の
人
が
見
学
に
来
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
で
、
自
然
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
つ
り
が
ね
草
」
を
「
蛍
ぶ
く
ろ

草
」
と
な
ぜ
呼
ぶ
の
か
、
以
前
よ
り

気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
先
日
、

ラ
ジ
オ
で
知
り
ま
し
た
。
昔
は
、
子

供
達
が
袋
に
蛍
を
入
れ
、
縁
側
に
並

べ
、
光
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
、
遊
び
を
教
え
よ
う

に
も
、
近
所
に
子
供
が
い
な
い
。
寂

し
い
こ
と
で
す
。

　
煙
草
を
愛
好
す
る
人
も
分
煙
と
言

わ
れ
、
玄
関
前
で
赤
い
蛍
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
電
子
タ
バ
コ
の
出
現

で
姿
を
消
し
ま
し
た
。
健
康
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

古
都
　
記

移
住
を
決
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　

N
H
K
で
日
南
町
の
移
住
相
談
員
の

方
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
る
番
組
を
見
て
、
生
ま
れ
育
っ
た

広
島
か
ら
出
て
第
三
の
人
生
を
送
る
の

も
い
い
ナ
と
思
う
と
っ
た
け
、
こ
れ
も

有
り
じ
ゃ
と
早
速
相
談
に
来
ま
し
た
。

広
島
か
ら
出
る
言
う
た
ら
二
人
の
姉
か

ら
、
「
お
い
で
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
そ

れ
じ
ゃ
あ
駄
目
で
、
誰
も
い
な
い
、
す

ぐ
に
は
帰
れ
な
い
鳥
取
だ
か
ら
と
決
め

ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
引
越
し
住
民
票
を
出
し
、

警
察
に
も
行
っ
て
、
米
子
ま
で
迷
子
に

な
っ
て
往
復
３
時
間
、
人
に
聞
い
て
も

地
名
は
分
か
ら
ん
し
、
交
差
点
の
名
前

も
場
所
も
見
当
が
つ
か
ん
、
お
蔭
で

1
8
1
号
線
だ
け
は
分
か
っ
た
。

第
一
、
第
二
の
人
生
は

　

短
大
を
出
て
家
電
量
販
店
に
就
職
、

コ
ー
セ
ー
化
粧
品
に
中
途
採
用
さ
れ
て

三
越
の
一
階
で
勤
務
し
た
の
が
第
一
の

人
生
で
。

　

同
級
生
の
主
人
と
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
。
18
年
前
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
主

人
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
た
ん
よ
。
そ

の
頃
、
自
分
で
喫
茶
店
を
２
店
や
り
な

が
ら
商
工
会
の
勧
め
で
介
護
ヘ
ル
パ
ー

２
級
を
取
得
、
３
年
後
に
介
護
福
祉
士
、

続
い
て
ケ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格

を
取
っ
て
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
会
社
で
、

居
宅
介
護
の
仕
事
も
今
年
の
４
月
ま
で

や
っ
て
い
た
の
が
第
二
の
人
生
。
そ
し

て
日
南
町
で
楽
し
く
第
三
の
人
生
に
挑

戦
。

上
石
見
の
駅
で
お
好
み
焼
き
を
始
め
ら

れ
た
き
っ
か
け
は

　

も
っ
と
働
き
た
い
と
役
場
に
相
談
し

た
ら
こ
こ
の
上
石
見
駅
が
あ
る
ん
よ
、

ど
う
か
ね
と
言
わ
れ
た
。
管
理
費
も
広

島
の
半
分
位
で
出
来
そ
う
や
し
、
え
え

か
と
決
め
た
、
ほ
ん
じ
ゃ
何
し
た
ら
え

え
か
と
思
っ
と
っ
た
ら
日
南
町
に
は
粉

系
が
な
い
け
え
ど
う
か
ね
と
言
わ
れ
、

粉
系
イ
イ
わ
。

　

お
好
み
焼
き
な
ら
喫
茶
店
で
出
し

と
っ
た
経
験
も
あ
る
し
、
こ
う
見
え
て

も
広
島
に
は
弟
子
が
お
る
ん
よ
。

　

定
休
日
を
毎
週
木
曜
日
に
決
め
た
の

で
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
道
を
覚
え
な
あ

か
ん
ナ
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
興
味
が
あ
っ
て
日
南

町
に
来
ら
れ
た
の
で
は

　

色
々
物
件
を
見
て
回
っ
た
け
ど
、
田

舎
の
家
は
広
い
し
、
荷
物
が
多
い
。
あ

い
と
っ
て
も
写
真
が
飾
っ
て
あ
っ
た
り
、

座
が
落
ち
て
る
物
件
も
結
構
あ
っ
た
。

庭
は
広
く
草
ぼ
う
ぼ
う
。
今
の
団
地
を

出
て
店
の
近
く
に
越
し
た
い
け
ど
物
件

が
な
い
。

　

古
民
家
は
好
き
だ
け
ど
、
修
繕
が
必

要
な
の
に
家
賃
が
高
い
と
思
う
。
バ
ア

バ
ア
が
２
・
３
年
行
っ
て
様
子
を
見
て

く
る
と
言
っ
て
来
た
け
ど
空
き
家
バ
ン

ク
に
関
し
て
は
よ
う
勧
め
ん
と
思
っ
た
。

お
店
宣
伝
し
と
き
ま
し
ょ
う
か

　

宣
伝
は
エ
エ
ケ
ェ
。忙
し
い
の
は
嫌
や
。

第
三
の
人
生
は
ボ
チ
ボ
チ
行
き
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
副
委
員
長
　
足
羽
　
　
覚

　
　
　
委
　
　
員
　
近
藤
　
仁
志

　
　
　
　 

〃
　
　  

大
西
　
　
保

　
　
　
　 

〃
　
　  

古
都
　
勝
人

　
　
　
　 

〃
　
　  

福
田
　
　
稔

おもな内容おもな内容
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川
口　

美
保
子
さ
ん
（
生
山
）

第
三
の
人
生
を
、日
南
町
で
挑
戦

６月定例会………………
一般質問（３人）…………　
公聴会……………………
どっこい、この町に生きる…
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16

2
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